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ガンダ聖公会は歓迎します」と述べた。

さらに、ステファン大主教は次のように続けて

いる。「ウガンダでは現在、同性愛が大きな課題

となっています。なぜなら同性愛は私たちの意

思や文化、宗教的な信条に反し、外部から強制

されているからです。“人権活動家”と装ってい

ますが、LGBTQを議題に加えることによって、真

の人権が侵害されています。」

「私たちのコミュニティには同性愛者として知

られる人々が常に少数存在していて、彼らとの

関わり方は心得ています。この地域の言語で

“同性愛”を表す言葉がほとんどないという事

実こそ、それが私たちの文化やコミュニティに受

け入れられていないことを示しています。聖書

において、同性愛関係が決して肯定的に語られ

ていないこととも一致しています。」

テファン大主教は、ウガンダ聖公会は

“pro-life”（※生命尊重派）であり死刑

を支持していないとして、さらに次のように付け

加えた。

「ひどい性的嗜好や醜い同性愛は嘆かわしく思

いますが、私たちはこれらの“罪”に対する死

刑は望まず、終身刑の適用を推奨し続けます。」

　今回の声明の中でカンタベリー大主教は、ア

ングリカン・コミュニオンが長きに渡りLGBTQを

罪と見なすことや同性愛嫌悪を避難することで

一致してきたと述べた。

「これは、決してウガンダ聖公会の皆さんに

西洋の価値観を押し付けることではありませ

ん。ただ、神の子としてふさわしい配慮と敬意

をもってすべての人を扱うという、アングリカン・

コミュニオンとしての取り組みを思い出していた

だきたいのです。」

ガンダ聖公会が新法を支持していること

について、カンタベリー大主教は “悲し

みと落胆”を表し、次のように述べた。

「アングリカン・コミュニオンのどの管区におい

ても、このような法律を支持する正当な理由は

ありません。それこそ私たちの決議にも、教義

にも、分かち合う福音にもです。

　私たちの中ではセクシュアリティの課題につ

いて意見の相違が続いていますが、神から与え

られた人間の尊厳への取組み方において、これ

から一致していかなければならないでしょう。」

ス

ウ

管区事務所の恒例行事としての青山墓地清掃

には、今回は首座主教も参加された。作業を

終えてから教師逝去者記念礼拝（墓参の祈り）

を行ないました。主に感謝！（7月5日）

�������� 	«����	É�¬�½�B�’	Û�ñ�q�C	'
M
‡�*�í�Á	»
v�[�€�B



	（14）　	 	 2023年 7月25日　第388号



2023年 7月25日　第388号	 	 （15）



	（16）　	 	 2023年 7月25日　第388号

日本聖公会管区事務所ホームページ http://www.nskk.org/province/  

☆「管区事務所だより」についての要望・寄稿などをメール、また郵便でお寄せください。

	 comm-sec.po@nskk.org　広報主事（鈴木 一）宛て


